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12 月議会スケジュール
　11月 27日から戸田市議会 12月議会が始まりました。
ぜひ傍聴にお越しください。

11月27日（木）10時〜 本会議 開会・議案等上程・総
括説明・詳細説明

12月3日（火） 10時〜 本会議 質疑・請願、陳情の提
出・委員会付託

12月4日（水） 10時〜 委員会 常任委員会
12月5日（木） 10時〜 委員会 特別委員会
12月6日（金） 10時〜 本会議 一般質問
12月9日（月） 10時〜 本会議（続）一般質問
12月10日（火）10時〜 本会議（続）一般質問
12月11日（水）10時〜 本会議（続）一般質問

12月17日（火）10時〜 本会議 委員長報告並びに質
疑・討論、採択、閉会

　

11
月
20
日
、
同
月
27
日
開
会

予
定
の
２
０
２
４
年
12
月
戸
田

市
議
会
定
例
会
の
事
前
説
明
会

が
Ｚ
Ｏ
Ｏ
М
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
12
月
議
会
で
提
案
予
定
の

議
案
は
、
報
告
案
件
２
件
、
条

例
案
件
５
件
、
一
般
案
件
６

件
、
予
算
案
件
８
件
で
す
。
ま

た
、
12
月
議
会
で
は
２
０
２
４

年
度
戸
田
市
一
般
会
計
補
正
予

算
と
し
て
、
10
億
７
９
４
６
万

円
が
計
上
さ
れ
、
補
正
後
の
予

算
総
額
を
、
６
５
３
億
３
７
５

９
万
９
０
０
０
円
と
す
る
議
案

と
な
っ
て
い
ま
す
。
以
下
、
主

な
議
案
を
紹
介
し
ま
す
。

【
主
な
条
例
案
件
】

●
生
活
資
金
貸
付
（
10
万
円
）

の
利
用
実
績
が
な
い
と
の
理
由

か
ら
、貸
付
条
例
の
廃
止
。（
２

０
２
５
年
４
月
１
日
か
ら
）。

●
芦
原
小
学
校
に
第
２
学
童
保

育
室
を
創
設
す
る
た
め
の
条
例

改
正
。

●
水
栓
便
所
へ
の
改
造
資
金
・

補
助
制
度
の
廃
止
す
る
た
め
の

条
例
の
一
部
改
正
。

【
主
な
補
正
予
算
】

●
介
護
給
付
費
・
訓
練
等
給
付

費
の
支
給
額
増
額
（
４
億
４
７

６
１
万
９
０
０
０
円
）。

●
公
立
保
育
所
等
に
お
け
る
業

務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
に
係
る
補

助
金
の
増
額
（
２
０
０
万
８
０

０
０
円
）。

●
小
・
中
学
校
に
お
け
る
ト
イ

レ
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
改
修

工
事
に
伴
う
増
額
（
４
億
５
５

２
０
万
２
０
０
０
円
）。

●
戸
田
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
企
業
団

（
競
艇
）
で
の
売
り
上
げ
増
に

よ
る
、
配
分
金
の
増
額
（
４
億

円
）。

む
と
う
葉
子

１
．
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の

実
現

（1）
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
位
置
づ

け
と
取
り
組
み
、 

課
題

（2）
包
括
的
性
教
育
を

（3）
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

（4）
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
等
、
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ

２
．
障
害
児
福
祉

（1）
小
学
校
に
入
学
す
る
際
の
連

携
。
ま
た
途
中
か
ら
障
害
が
あ

る
と
分
か
っ
た
と
き
の
対
応
は

（2）
特
別
支
援
学
級
の
教
員

①
研
修
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

②
市
独
自
で
支
援
員
の
増
員
と

雇
用
条
件
の
改
善
を

（3）
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

３
．
平
和
事
業
の
取
組

（1）
小
中
学
校
で
の
平
和
教
育
の

取
り
組
み
は

（2）
平
和
祈
念
式
典
に
市
民
代
表

派
遣
を

（3）
市
長
が
平
和
首
長
会
議
に
出

席
す
る
予
定
は

（4）
国
に
核
兵
器
禁
止
条
約
に
批

准
す
る
よ
う
求
め
る
べ
き

本
田　

哲

１
．
令
和
７
年
度
の
予
算
編
成

（1）
令
和
７
年
度
の
予
算
編
成
に

当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方

（2）
歳
入
の
見
込
み
は

２
．
自
転
車
運
行
マ
ナ
ー
向
上

（1）
自
転
車
運
行
マ
ナ
ー
向
上
の

取
り
組
み
状
況

３
．
埼
京
線
の
安
全
対
策

（1）
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
の
要
請
状

況
は

（2）
戸
田
駅
・
北
戸
田
駅
で
の
無

人
化
解
消
を花

井
伸
子

１
、
市
民
要
望
の
実
現
を

（1）
子
育
て
支
援

①
安
全
・
安
心
な
学
校
給
食
の

無
償
化
を

12月議会

事
前
説
明
会
ひ
ら
か
れ
る

事
前
説
明
会
ひ
ら
か
れ
る

議
会
は

議
会
は
1111
月月
2727
日
か
ら

日
か
ら
1212
月月
1717
日
ま
で

日
ま
で

②
保
育
料
の
負
担
軽
減
を

③
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
対
応

（2）
高
齢
者
支
援

①
介
護
保
険
料
引
き
下
げ

②
低
年
金
で
も
入
所
で
き
る
高

齢
者
施
設
を

③
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

④
認
知
症
対
策

（3）
医
療
・
保
健
・
福
祉

①
医
療
費

②
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下

げ（4）
ま
ち
づ
く
り
・
交
通
対
策

①
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
バ
ス
の
増
便
・
ル

ー
ト
増
設
・
両
回
り
運
行

（
ア
）
地
域
公
共
交
通
計
画
に

お
け
る
市
の
積
極
的
取
組
は
。

②
公
園
整
備

③
歩
道
の
整
備

（5）
災
害
対
策

①
早
急
な
治
水
対
策
の
強
化

②
避
難
所
・
備
蓄
品

③
温
暖
化
対
策

（6）
相
談
業
務

①
納
税
相
談

②
福
祉
総
合
相
談
の
充
実
を

２
．
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
再
整
備

党
戸
田
市
議
団
一
般
質
問

党
戸
田
市
議
団
一
般
質
問
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11
月
23
日
、『
戸
田
市
誰
も

が
住
み
続
け
ら
れ
る
街
を
目
指

す
会
』
が
主
催
す
る
第
２
回
目

の
イ
ベ
ン
ト
「
地
域
で
の
暮
ら

し
に
つ
い
て
」
が
、
戸
田
市
心

身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
７
９
年
、
養
護
学
校
義

務
化
が
実
施
さ
れ
る
前
後
、
障

が
い
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら

ず
、
地
域
の
子
ど
も
達
が
共
に

遊
び
、
共
に
育
つ
環
境
を
つ
く

ろ
う
と
い
う
親
た
ち
の
取
り
組

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
親
な
き

後
で
は
な
く
、
親
あ
る
う
ち
に

地
域
の
生
活
の
場
を
作
り
上
げ

て
い
こ
う
と
い
う
活
動
は
、
当

時
の
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
制

度
の
萌
芽
期
と
重
な
り
、
１
９

９
０
年
代
後
半
か
ら
知
的
障
害

の
あ
る
人
達
が
、
徐
々
に
地
域

で
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
と
し
て
、
洗
足
子
ど

も
短
期
大
学
幼
児
教
育
保
育
課

教
授
の
下
尾
直
子
氏
を
招
き
、

障
が
い
の
あ
る
娘
さ
ん
（
ひ
か

り
さ
ん
）
の
子
育
て
に
つ
い
て

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ひ
か
り
さ
ん
は
遺
伝
子
の
病

気
の
ジ
ュ
ル
ベ
ー
ル
症
候
群

（
知
的
障
が
い
者
）
と
し
て
、

26
歳
の
時
に
自
宅
か
ら
数
分
の

マ
ン
シ
ョ
ン
で
１
人
暮
ら
し
を

始
め
ま
す
。
自
立
し
た
い
と
い

う
本
人
の
気
持
ち
を
大
切
に
、

ヘ
ル
パ
ー
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
コ
ン
ビ
ニ
店
員
や
駅
員
の
見

守
り
、
地
域
で
培
っ
た
信
頼
関

係
の
あ
る
知
人
と
の
交
流
を
交

え
な
が
ら
生
活
で
き
る
よ
う
に

な
る
ま
で
の
話
、
た
く
さ
ん
失

敗
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い

て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
の
中
で
、
障
が
い

が
あ
る
人
と
な
い
人
が
交
流
す

る
に
は
、
支
援
者
側
の
配
慮
が

必
要
で
、
双
方
に
誤
解
が
な
い

よ
う
丁
寧
に
援
助
す
る
こ
と
が

重
要
と
の
こ
と
。
ま
た
経
済
的

な
不
安
に
は
、
親
な
き
後
は
生

活
保
護
を
利
用
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
の
生
活
が
で
き
る
よ
う

行
政
へ
働
き
か
け
る
こ
と
が
大

切
だ
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

制
度
や
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
よ

く
変
え
て
い
け
る
の
は
当
事
者

の
活
動
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
も
語
ら
れ
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。（
む
と
う
葉
子
）

Ｑ　

で
も
、
パ
ー
ト
主
婦
で

「
壁
」
を
気
に
し
て
い
る
人

は
多
い
よ
う
で
す
が
？

Ａ　

パ
ー
ト
主
婦
の
多
く
が

気
に
し
て
い
る
の
は
「
１
０

３
万
円
」
よ
り
も
「
１
０
６

万
円
の
壁
」
や
「
１
３
０
万

円
の
壁
」で
す
。
こ
ち
ら
は
、

「
税
の
壁
」
で
は
な
く
、
年

金
や
健
康
保
険
の
「
保
険
料

の
壁
」
で
す
。

　

厚
生
年
金
加
入
者
（
会
社

員
や
公
務
員
な
ど
）
の
配
偶

者
は
、
年
収
１
３
０
万
円
以

内
な
ら
ば
健
康
保
険
の
扶
養

家
族
、
年
金
の
「
３
号
被
保

険
者
」
と
な
り
、
保
険
料
を

払
わ
な
く
て
済
み
ま
す
。
で

も
、
年
収
が
１
０
６
万
円
に

達
す
る
と
、
職
場
の
厚
生
年

金
と
健
康
保
険
に
加
入
し

て
、
保
険
料
を
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
が
出
て
き

ま
す
。
保
険
料
率
は
合
計
で

15
％
く
ら
い
な
の
で
、
１
０

６
万
円
で
も
約
16
万
円
の
保

険
料
が
天
引
き
さ
れ
、
手
取

り
が
90
万
円
く
ら
い
に
減
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
方
、
職
場
が
社
会
保
険

に
入
っ
て
い
な
い
場
合
な
ど

は
、
年
収
１
３
０
万
円
ま
で

は
保
険
料
を
払
う
こ
と
に
な

り
ま
せ
ん
が
、
１
３
０
万
円

を
超
え
る
と
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
と
国
民
年
金
の
保

険
料
を
払
う
こ
と
に
な
り
、

こ
ち
ら
は
30
万
円
前
後
の
保

険
料
と
、
さ
ら
に
高
い
負
担

に
な
り
ま
す
。
人
に
よ
っ
て

「
１
０
６
万
円
」
ま
た
は
「
１

３
０
万
円
」
で
手
取
り
が
大

き
く
減
っ
て
し
ま
う
の
で
、

こ
れ
が
「
保
険
料
の
壁
」
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

Ｑ　
「
１
０
６
万
円
」「
１
３

０
万
円
」
の
壁
は
ど
う
や
っ

た
ら
な
く
せ
る
の
で
し
ょ
う

か
？

Ａ　

こ
の
二
つ
の
「
保
険
料

の
壁
」
の
最
大
の
原
因
は
、

「
３
号
年
金
制
度
」（
会
社
員

配
偶
者
の
保
険
料
免
除
制

度
）
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

「
３
号
年
金
」
が
で
き
た
の

は
、日
本
の
年
金
制
度
に「
最

低
保
障
年
金
」
の
仕
組
み
が

な
い
た
め
で
す
。
多
く
の
先

進
国
の
年
金
制
度
に
は
、
保

険
料
を
払
わ
な
く
て
も
老
後

に
一
定
額
ま
で
の
年
金
が
支

給
さ
れ
る「
最
低
保
障
年
金
」

が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
欠
陥
を

補
う
形
で
「
３
号
年
金
」
が

つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
３
号
年
金
」
は
、
会
社

員
の
配
偶
者
だ
け
が
対
象

で
、
自
営
業
者
の
配
偶
者
や

独
身
者
に
は
適
用
さ
れ
ず
、

不
公
平
な
面
も
あ
り
ま
す
。

職
種
や
性
別
に
関
係
な
く
、

誰
に
で
も
適
用
さ
れ
る
「
最

低
保
障
年
金
」
の
制
度
を
つ

く
れ
ば
、「
３
号
年
金
」
を

廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
う
す
れ
ば
「
保
険
料

の
壁
」
の
解
消
に
向
か
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

で
も「
最
低
保
障
年
金
」

は
す
ぐ
に
は
難
し
い
と
思
い

ま
す
が
？

Ａ　

当
面
の
対
策
と
し
て

は
、
多
く
の
人
が
「
保
険
料

の
壁
」
を
気
に
せ
ず
に
、
こ

れ
を
乗
り
越
え
て
働
け
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
二
つ
の
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

一
つ
は
、
最
低
賃
金
を
す

み
や
か
に
時
給
１
５
０
０
円

に
す
る
こ
と
で
す
。
時
給
が

１
５
０
０
円
に
な
れ
ば
、
保

険
料
や
税
金
を
差
し
引
い
て

も
、
手
取
り
は
今
よ
り
大
幅

に
増
え
ま
す
今
の
よ
う
に
、

毎
年
50
円
く
ら
い
の
引
き
上

げ
で
は
、「
壁
」
に
ぶ
つ
か

る
こ
と
を
繰
り
返
す
だ
け
に

な
り
、
い
つ
ま
で
も
乗
り
越

え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
は
、
低
所
得
者

の
社
会
保
険
料
を
軽
減
す
る

こ
と
で
「
壁
」
の
高
さ
を
下

げ
る
こ
と
で
す
。
と
く
に
、

国
保
の
保
険
料
の
負
担
は
大

変
重
く
な
っ
て
い
ま
す
。
年

収
１
３
０
万
円
の
場
合
、
会

社
の
健
康
保
険
な
ら
保
険
料

率
が
５
％
程
度
で
６
・
５
万

円
で
す
が
、国
保
料
の
場
合
、

た
と
え
ば
大
阪
府
で
は
最
高

16
万
円
に
も
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
国

保
財
政
に
１
兆
円
の
予
算
を

追
加
す
る
こ
と
で
、
国
保
料

を
下
げ
る
こ
と
を
提
案
し
て

い
ま
す
。　
　
　
（
お
わ
り
）

※
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」（
２

０
２
４
年
11
月
７
日
付
）

よ
り
抜
粋

１０
3 3

３
3

万の壁
3 3 3

ってなに

? ③

誰
も
が
住
み
続
け
ら
れ

る
街
目
指
し
て

講演会


